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論　　文　　の　　要　　旨
　本研究は，シンガポールの華人方言集団を例にして，都市における民族集団のすみわけの空間的
パターンを明らかにするとともにラすみわけがいかなる要因によって形成されるか、またラそのよ
うなすみわけが，どのような要因によって変化するかを解明することを目的としている。
　そのため、まず、華人会館およびそれらの会員の分布ラさらに華人が創立した廟の分布を地図化
することによってラ華人方言集団のすみわけパターンとその変化を把握した。次に，華人方言集団
のすみわけの形成を促した要因について考察した。最後に，最近になって華人方言集団のすみわけ
が崩壊しつつあることを指摘し、すみわけの崩壊を促した要因について考察した。
　この結果う次のことが明らかになった。
1）　1819年のシンガポール開港以来，1960年代まで、華人方言集団のすみわけが明瞭に認められ
　た。すみわけパターンはヨシンガポール川を挟み、南岸地区と北岸地区で著しい対照をなしてい
　た。
2）華人方言集団のすみわけの形成要因としてはラ華人の移住過程における地縁的連鎖，華人社会
　内部に存在するすみわけ形成の要因（内的要因）、華人方言集団の特定の職業分野への集中（経済
　的要因）が重要なものとして指摘できた。
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3）華人方言集団の伝統的なすみわけはラシンガポールのマレーシアからの分離独立（1965年）
　後，とりわけ1970年代以降，崩壌し始めた。
4）華人方言集団のすみわけの崩壊要因としてはヨ華人をとりまく言語環境の変化（とくに英語優
　先化）ヨ華人のシンガポールヘの定着化の進行と華人方言集団内の相互扶助機能の低下ラ外資導入
　による工業化の進展に伴う華人の伝統的経済構造の変化，都市再開発の進行による華人方言集団
　の集中地区の崩壊。華人方言集団のすみわけの崩壊を促進させる人民行動党政府の諸政策ラが重
　要なものとして指摘できた。
審　　査　　の　　要　　旨
　本論文は発展途上国の都市における民族集団のすみわけの形成と変化の過程をラシンガポールの
華人方言集団の事例を用いて明らかにした点に特徴がある。
　従来，都市における民族集団のすみわけに関する研究ではヨ人口統計資料の利用が可能な欧米先
進国の都市を対象としたものが圧倒的に多かった。しかしラ山下氏はシンガポールを研究対象とし
て選択し，華人杜会の強い地縁的。血縁的結びつきに着目し，華人の会館およびそれらの会員など
の分布を追跡するという方法によって，都市成立以来のすみわけの形成および変化を明確に示した。
またラ従来の研究では植民地宗主国側の資料に大きく依存する傾向にあったがヨ山下氏は2年間に
わたる現地調査によってヨ華人杜会内部に存在する中国語資料を広範に収集し，それらを詳細に検
討した。
　この研究はラある時点におけるすみわけの実態を考察するにとどまらず、植民地支配下において
すみわけが形成されラ独立後の近代化過程においてそれが崩壊して行くまでを動態的に把握した点
で特筆に値する。
　本研究の成果をさらに一層一般性のあるものにするためには，近代化が遅れているその他の東南
アジア諸国をはじめとして事多くの発展途上国の都市との比較検討が必要であろう。しかし，統計
と文献資料の乏しい発展途上国の都市においてラ民族集団のすみわげを解明する方法を提示しう近
代化に伴うすみわけの変容の一つのパターンを明示した点はラきわめて注目に値する成果である。
　以上の理由により。本論文には高い評価を与えてよい。
　よって害著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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